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本町の電算化の変遷

【基幹系システム】

置賜広域行政事務組合＿共同電算処理

⇒ Ｈ５ 独自汎用システム処理方式

（単独・ＨＯＳＴ）

⇒ Ｈ２０ 置賜地域電算システム共同アウトソーシング

（共同・クラウド・データセンター）

【職員デスクトップ環境】

Ｈ１３ 職員１人１台パソコンの配備・ＮＷ化

⇒ Ｈ２０ 仮想デスクトップ（Citrix Xenapp）

⇒ Ｒ３ 〃 （Windows RDP）



電算担当の役割の変化＝考えの転換

各種取り組みは、電算担当の主導により展開

「 ～Ｒ３ 庁内電算処理環境の管理 」

「 Ｒ４ 自治体ＤＸの推進 」

ＤＸ：デジタルを用いた新たな価値の創造

⇒ 職員主体によるＤＸの推進

考えの
転換

なにを？ どう進めればいいのか？

川西町自治体ＤＸアク
ションプラン（案）

の策定
※自治体DX推進の

実行計画



川西町自治体ＤＸアクションプランの概要
１ 目指す姿

デジタル（テクノロジー）を用いて、行政サービスを向上させる。

２ 推進する視点

視点１： 住民サービス・利便性向上

視点２： 職員の就業環境の改善 ＝ 業務効率化

視点３： 効果に見合った費用

視点４： ＥＢＰＭにつながるデータの蓄積・分析

視点５： ＤＸを支える人材の育成

ＤＸの目的を理解し、ツールを使いこな
す職員群をどのように育成するか？

最も重要だが、
一番難しい課題



職員情報リテラシー向上のイメージ

現在 未来

※養う意識
・自ら発想しチャレンジ
（失敗を恐れない）
・既成概念にとらわれない
・全体的な費用と効果を意識
・EBPMを意識する

フェーズ１
DX推進チーム主導で、成功

体験の積み重ね

フェーズ２
フェーズ１の活動に刺激
を受けて、緩やかにでも

意識等の向上

フェーズ３
フェーズ２で培った経験等
を糧に、飛躍的にマインド

・スキルの成熟

※養うスキル（知識）
・最新技術
（RPA、AI、AI-OCR等）
・LGWAN ASPのｸﾗｳﾄﾞﾒﾆｭｰ
・ビックデータの活用

① ボトムアップ形式でＤＸ推進

②【目指す姿】
デジタル技術を積極的に取り入れ、
住民サービスの向上・業務効率化

を行う職員

③【必要なこと】
小さな成功体験の

積み重ね



職員の情報リテラシー向上のための「もがき」
 ＤＸ研修（８月上旬。全職員対象）

・目的： 自治体ＤＸ等を理解させ、デジタルを用いて業務の課題解決（＝住

民福祉の向上）につなげる意識の醸成

・内容： ① 川西町自治体ＤＸ（目指す姿を含む。）を理解すること。

② 業務に生かせる最新テクノロジーを知ること。

③ 業務の課題解決の手法の一つとして「デジタル化」があること

を認識させること。

④ 上記で学んだことを用いて、自己の業務課題を「デジタル化」

を用いて解決できるか考察させること。

 「カイゼンのすすめ」（行革の一環）

最新技術の紹介（ＲＰＡ）、Office製品のショートカットキーの紹介等

 管理職向け自治体ＤＸ研修（１０／１９実施予定）

 ＲＰＡ説明会の実施（準備中）

 川西町ＤＸ推進計画のブラッシュアップ ＝ 県 斎藤ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術専門推進員の協力


